
（別紙４）

～ 令和７年　３月　３１日

（対象者数） 2人 （回答者数） ２人

～ 令和７年　３月　３１日

（対象者数） ２６人 （回答者数） ２６人

～ 令和７年　３月　３１日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
細かに児童をアセスメントして、状況に合わせて柔軟に訪問

支援員を選んで派遣するように取り組むこと。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 わんぱくハウス

○保護者評価実施期間 令和７年３　月　１日

○保護者評価有効回答数

令和７年３　月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年４　月　１5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和７年３　月　１日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問支援員として、各専門職を配置して専門性をを活かして

助言などを行うことが出来ている。
訪問先、児童に合わせて訪問支援員の職種を選んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


